
人生100年時代を見据えた
高年齢者支援実践トレーニング

通信①

株式会社リバース



１、人生１００年時代に向けたキャリアコンサルティング

•現在の日本は総人口に占める高齢者人口の割合は29.0％と、過去
最高となっており、この割合は今後伸び続ける予定です。

•一方で労働力人口は、2023年平均で6,902万人。

•労働力人口総数に占める

65歳以上の者の割合は13.4％と

長期的には上昇傾向にあります。

（右図令和５年版高齢社会白書（内閣府））

1無断転載を禁止します



•人生100年時代を

見据えたうえで、

高年齢者支援の
能力を身に付ける
ことも今後キャリ

アコンサルタント

に求められる力と
なりました。

１、人生１００年時代に向けたキャリアコンサルティング

2無断転載を禁止します



２、高年齢者雇用の実態

•雇用状況
①65歳までの定年の引上げ
②65歳までの継続雇用制度の導入
③定年の廃止
のいずれかを講じることは事業主の義務

厚生労働省「令和5年 高年齢者の雇用状況」 無断転載を禁止します



２、高年齢者雇用の実態

•雇用を希望する方の雇用の希望状況や、就業理由

「現在の会社で働きつづけたい」（54.7%）
「趣味など自分のために時間を使いたい」（14.9%）の順
会社で被雇用者として勤務する希望者は6割を超えている
。

図4 独立行政法人高齢・障害・求職
者雇用支援機構
「高齢者雇用の現状と人事管理の展
望」今後の就業・活動希望（複数回
答、N＝738）
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２、高年齢者雇用の実態

•継続雇用者の就業理由

「現在の生活のため」78.5% 「老後の生活に備えて」47.0%
「健康のため」35.4%
一位と二位が経済面での理由により働くことを希望

図4 独立行政法人高齢・障害・求職
者雇用支援機構
「高齢者雇用の現状と人事管理の展
望」今後の就業・活動希望（複数回
答、N＝738）

5無断転載を禁止します



３、高年齢者雇用の準備不足

高年齢者雇用の実情

• 60歳以上になると全体の5割以上の方が、年収が半減以下になり、

8割以上の方が、60歳未満の年収に対して6～7割以下の年収となる。

• 継続雇用では6割近くの方は年収が半減以下

• 経済的な理由で継続雇用を望んでいるにも関わらず、
経済的に厳しい状況に置かれてしまう現状

独立行政法人経済産業研究所
「定年後の雇用パターンとその
評価－継続雇用者に注目して」
定年後の賃金水準
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３、高年齢者雇用の準備不足

高年齢者雇用の実情

• 50歳代に「60歳以降も働くために」準備していたこと
「健康状態の維持・向上」30.66%
「60歳以降の生活設計」22.09%
「60歳代の仕事に必要な知識や技能の習得」15.28%

「準備は行っていない」者は半数近くの45.57%にも達する

独立行政法人高齢・障害・求職者雇用支援機構

「高齢社員の人事管理と展望ー生涯現役に向けた人事
戦略と雇用管理の研究委員会報告書ー（平成27年度）」
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準備不足の問題

•全体の6割の方が、働くことを希望しており、そのうちの8割の
方が経済的な理由で雇用の継続を希望している。

•その状況に対して、50歳代の45％の方が何の準備もしておらず、
準備をしていても健康状態の維持などキャリアや就労に関する
分野と別の準備が30％を占めている。
合計75％が60歳以降の就労に関する準備をしていない状況。

•さらに、継続雇用制度では継続雇用する際に子会社への出向
などグループ会社での雇用もできるようになった。（「高年
齢者の雇用の安定等に関する法律の一部を改正する法律」）

⇒専門外の仕事での継続雇用も問題はない。

３、高年齢者雇用の準備不足

8
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４、中高年齢期を展望するライフステージの支援が
求められる背景

人生100年時代を見据えた高年齢者支援の対象者

•先ほどの状況を踏まえ、高年齢者はもちろん、50代やそれ以前
の40代を含めた中高年齢期の方が対象だと考えられる。

•今後は70歳を超えた方にも支援を行う必要性が高まっている。

中高年齢期を展望するライフステージの支援が求められる理由

•これまであまり人生のことを考えてこなかった中高年が増える
と想定されるため

「人生後半戦のライフ・キャリア

シート（在職者用）」の

「使用の手引き」
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人生100年時代が到来しているが、人生100年を見据えてキャリア
形成を考えてきた方は稀な状況。

キャリアコンサルタントに求められていることが、
「人生100年時代を見据えた高年齢者の支援」ということ。

具体的には

•①高年齢者雇用に関する法律・制度を理解し提供できる知識を持つ。

•②高年齢者のエンプロイアビリティを高めるための支援を行う

•③高年齢者の経済面も含めたキャリアプランの構築を行う。

４、中高年齢期を展望するライフステージの支援が
求められる背景

10無断転載を禁止します



５、高年齢者の雇用に必要な支援

11無断転載を禁止します

『高年齢者雇用対策の概要』

https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/0000137096.html

https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/0000137096.html


65歳超雇用推進助成金

• 65歳以上の高年齢者の雇用管理制度
の整備を実施した事業主に対して助
成金が支給されるもの。

•支給対象経費と上限が拡充されてい
る。これにより事業主の負担が軽減
され継続雇用をしやすく環境を作る
ことができる。

５、高年齢者の雇用に必要な支援

12無断転載を禁止します

https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/0000139692.html

https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/0000139692.html


、

新たな雇用先探し

• 生涯現役事業窓口やキャリア人材バンク事業などがある。

• 生涯現役事業窓口は全国の主要

ハローワーク300箇所に設置

(※令和5年度)。

• 高年齢退職予定者を対象とした

キャリア人材バンク事業に

関しては、退職予定または、

離職後１年以内であれば登録が

できて66歳以上の雇用を考える

事業主を探すことができる。

５、高年齢者の雇用に必要な支援
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６、高年齢者雇用の雇用以外の社会参加

①シルバー人材センター

•シルバー人材センター
とは比較的経済面に余
裕があり、臨時的かつ
短期的な仕事をおこな
うことで、地域社会と
の繋がりや、生きがい
を求める方に対して、
そのような仕事を提供
する組織です。

14無断転載を禁止します



６、高年齢者雇用の雇用以外の社会参加

①シルバー人材センター

15無断転載を禁止します



６、高年齢者雇用の雇用以外の社会参加

①シルバー人材センター
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６、高年齢者雇用の雇用以外の社会参加

①シルバー人材センター

•シルバー人材支援センター
は、60歳以上の人口の2％
の方が登録。登録する方の
多くは「生きがい・社会奉
仕」を目的。仕事内容は、
運搬・清掃・梱包など単純
作業が比較的多い。

17無断転載を禁止します



•高年齢者に特化した支援を十分に出来ている方はまだ少ない。

•理由は、人生100年時代が唱えられたことが昨今であり『「高年齢
者の雇用の安定等に関する法律の一部を改正する法律」の概要』
の成立は平成24年で、10年の間に出てきた課題。

•厚生労働省のホームページ『平成29年度 労働者等のキャリア形
成における課題に応じたキャリアコンサルティング技法の開発に
関する調査・研究事業』に中高年齢者対象としたツールがある。

７、高年齢者を対象とした支援
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７、高年齢者を対象とした支援

•『中高年向けの自己理解シート』

•『人生後半戦のライフ・キャリア
シート』

•高年齢者には欠かせない経済面の
視点も含んでいる
『人生後半戦の経済面を含めた
ライフプランニングシート』

•『環境変化を考えるシート』
などが用意されている。

19
無断転載を禁止します



（１）自己理解～行動・特徴把握シート～

• 自己理解だけではなく、他者から見られる自分を理解していくシート。

（２）人生後半戦のライフ・キャリアシート（在職者用）

• 転職などの節目に行う自己分析。多くの労働者が自分自身を振り返らず、自己分析
が足りず、60歳以上の再雇用後に発揮できる能力・経験の整理が不十分である。中
高年が幅広い観点から自己理解を深める。在職期間の仕事内容や長所・短所などの
自己理解を深めて、自己分析・自己理解を促す支援。

（３）人生後半戦の経済面を含めたライフプランニングシート

• 高年齢者の半数程度いると考えられる定年退職後の経済面を考えていない方たちに
とって、重要なシートとなります。今後25年間の収入・支出面を記載していくこと
で、将来的なライフプランを視覚化し考える。

（４）環境変化を考えるシート

• 今後の社会環境の変化など大きな枠組みの変化から順番に業界・企業・個人の４つ
の変化を「現在起きている変化」と「今後予想される変化」の二つの切り口で記載
するシートとなっている。

７、高年齢者を対象とした支援

20無断転載を禁止します



８、高年齢者支援に活用するシートの注意点

（１）自己理解～行動・特徴把握シート～

21
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８、高年齢者支援に活用するシートの注意点

（１）自己理解～行動・特徴把握シート～
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８、高年齢者支援に活用するシートの注意点

（１）自己理解～行動・特徴把握シート～
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８、高年齢者支援に活用するシートの注意点

（３）人生後半戦の経済面を含めたライフプランニングシート
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８、高年齢者支援に活用するシートの注意点

（３）人生後半戦の経済面を含めたライフプランニングシート

25無断転載を禁止します



８、高年齢者支援に活用するシートの注意点

（３）人生後半戦の経済面を含めたライフプランニングシート

26無断転載を禁止します



８、高年齢者支援に活用するシートの注意点

（３）人生後半戦の経済面を含めたライフプランニングシート
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８、高年齢者支援に活用するシートの注意点

（４）環境変化を考えるシート

28
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